
１
一
幹
線
道
路
計
画

①
－
都
市
計
画
道
路
の
整
備
状
況

ア
都
市
計
画
道
路
の
整
備
率
と
財
政
状
況

　
横
浜
市
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
率
は
、
平
成
四

年
度
末
で
約
五
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
十
三
大
都
市

の
中
で
、
最
も
低
い
値
で
あ
る
。

　
横
浜
市
の
道
路
を
含
む
都
市
基
盤
整
備
が
遅
れ
た

理
由
と
し
て
は
、
接
収
や
人
口
急
増
等
の
い
わ
ゆ
る

五
重
苦
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
人
口
の

急
増
は
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
四
十
年
代
に
か

け
て
顕
著
と
な
り
、
年
間
約
十
万
人
の
人
口
増
が
続

い
た
。
こ
の
人
口
増
に
対
し
当
然
な
が
ら
、
学
校
等

の
教
育
施
設
が
優
先
的
に
整
備
さ
れ
、
道
路
整
備
が

後
手
に
回
る
こ
と
と
な
。
つ
た
。
こ
の
結
果
、
人
口
が

張
り
付
い
た
後
に
道
路
整
備
を
行
う
こ
と
と
な
り
、

用
地
取
得
が
難
航
し
、
さ
ら
に
道
路
整
備
が
遅
れ
た

と
い
う
悪
循
環
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
た
め
、

道
路
整
備
は
都
市
形
成
の
骨
格
と
し
て
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
い
う
認
識
の
元
に
、
現
在
精
力
的
に
事
業

を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
今
後
の
事
業
実
施
上
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
は
、

財
源
の
確
保
が
挙
げ
ら
れ
る
。
都
市
計
画
道
路
の
整

備
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
街
路
事
業
費
の
年
度
別
推

移
を
表
－
１
に
示
し
て
い
る
が
、
国
庫
補
助
対
象
額

（
公
共
予
算
額
）
は
平
成
元
年
度
か
ら
平
成
六
年
度

ま
で
ほ
と
ん
ど
伸
び
て
い
な
い
。
今
後
、
道
路
整
備

を
促
進
す
る
た
め
に
は
、
公
共
予
算
の
拡
大
に
さ
ら

に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
。

イ
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
の
必
要
性

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
道
路
整
備
を
行
う
場
合
、

街路整備費（予算）の推移表－1

特
集
・
大
都
市
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
て
②
個
別
事
業
に
お
け
る
課
題

図一１　３環状10放射道路

整
備
効
果
の
高
い
路
線
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
成
上

重
要
な
路
線
を
優
先
的
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

横
浜
市
で
は
、
三
環
状
十
放
射
道
路
（
図
－
１
）
の

整
備
に
重
点
を
置
い
て
事
業
を
実
施
し
て
き
た
が
、

1
ｌ
幹
線
道
路
計
画

２
ｌ
今
後
の
道
路
整
備

注
①
都
市
計
画
道
路
の
改
良
済
み
及

び
概
成
延
長
／
都
市
計
画
決
定
延
長

（
自
動
車
専
用
道
路
及
び
モ
ノ
レ
ー
ル

道
を
除
く
）
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⑤
幹
線
道
路
計
画
と
今
後
の
道
路
整
備



「
ゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
伴
い
、

短
期
整
備
路
線
（
平
成
十
年
頃
ま
で
の
完
成
を
目
指

す
路
線
）
、
中
期
整
備
路
線
、
長
期
整
備
路
線
（
平

成
二
十
二
年
ま
で
の
完
成
を
目
指
す
路
線
）
と
事
業

化
路
線
へ
の
円
滑
な
移
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、

用
地
の
先
行
取
得
路
線
の
位
置
づ
け
を
行
っ
た
。

②
－
幹
線
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
フ
ロ
ー

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
「
ゆ
め
は

ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
」
の
快
・
速
・
安
・
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
プ
ラ
ン
に
お
け
る
、
「
市
内
の
各
地
域
か
ら

都
心
ま
で
お
お
む
ね
三
十
分
で
自
動
車
で
到
達
で
き

る
交
通
体
系
」
、
「
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
最
寄

駅
ま
で
お
お
む
ね
十
五
分
で
到
達
で
き
る
交
通
体
系
」

の
整
備
に
基
づ
き
行
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
二
〇
一
〇
年
に
お
い
て
、
「
地
区

幹
線
道
路
を
新
た
に
百
キ
ロ
整
備
す
る
」
「
幹
線
道

路
を
新
た
に
約
百
七
十
キ
ロ
整
備
し
五
百
キ
ロ
と
す

る
」
と
い
う
目
標
を
設
定
し
、
策
定
作
業
に
入
っ
た
。

　
図
ｌ
２
に
幹
線
道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
フ

ロ
ー
を
示
す
。

イ
整
備
路
線
の
ス
テ
ー
ジ
プ
ラ
ン

　
幹
線
道
路
整
備
の
ス
テ
ー
ジ
プ
ラ
ン
と
し
て
、
三

段
階
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
目
標
を
設
定

し
て
行
う
。

Λ
整
備
路
線
ス
テ
ー
ジ
プ
ラ
ン
Ｖ

　
●
短
期
（
平
成
十
年
度
）

　
　
本
市
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
骨
格
と
な
る
三

　
環
状
十
放
射
道
路
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
路
線
の

　
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
最
重
点
路
線
で
あ
る
環
状
２
号
線
と
環
状
３
号

　
線
（
南
側
区
間
）
及
び
環
状
４
号
線
（
西
側
区
間
）
の

環
状
道
路
を
整
備
し
、
都
心
部
へ
集
中
す
る
交
通

の
分
散
と
住
宅
地
内
の
通
過
交
通
の
排
除
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
北
部
方
面
へ
の
放
射
道
路
と
し
て

横
浜
上
麻
生
線
と
日
吉
元
石
川
線
、
南
部
方
面
へ

は
横
浜
鎌
倉
線
と
横
浜
逗
子
線
、
西
部
方
面
へ
は

権
太
坂
和
泉
線
の
五
本
の
放
射
道
路
の
う
ち
現
在

事
業
中
区
間
の
完
成
を
目
指
し
、
既
存
放
射
道
路

の
交
通
渋
滞
を
緩
和
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
期
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
む
け
て
残
り
の
放
射
環
状
道
路
等
の

事
業
中
の
路
線
の
整
備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

新
規
路
線
の
事
業
化
を
図
り
ま
す
。

●
中
期

　
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
骨
格
と
な
る
三
環
状
十

放
射
道
路
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
既
存
の
幹
線
道
路
に
加
え
三
本
の
環
状
道
路
と

十
本
の
放
射
道
路
の
整
備
を
促
進
し
、
木
市
の
骨

格
と
な
る
放
射
環
状
型
の
幹
線
道
路
網
の
形
成
を

図
り
ま
す
。
放
射
道
路
は
北
部
方
面
へ
は
羽
沢
池

辺
線
と
山
下
長
津
田
線
（
現
在
事
業
中
区
間
）
、

西
部
方
面
へ
は
横
浜
伊
勢
原
線
、
南
部
方
面
へ
は

横
浜
藤
沢
線
と
桂
町
戸
塚
遠
藤
線
（
現
在
事
業
中

区
間
）
の
五
本
を
新
た
に
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

環
状
３
号
線
の
残
区
間
に
つ
い
て
も
整
備
を
促
進

し
ま
す
。
さ
ら
に
長
期
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
む
け
て

都
心
副
都
心
間
相
互
の
連
絡
強
化
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
補
完
を
図
る
路
線
の
事
業
を
促
進
し
ま
す
。

●
長
期
（
平
成
二
十
二
年
度
）

　
都
心
副
都
心
間
相
互
の
連
絡
強
化
の
た
め
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
補
完
を
図
り
、
想
定
さ
れ
る
平
成
二

十
二
年
の
市
街
地
に
対
応
し
た
都
市
内
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
完
成
し
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
で
は
横
浜
業
務
核
都
市
基
本
構
想

の
中
で
、
横
浜
市
全
域
を
業
務
核
都
市
の
範
囲
と

　
定
め
、
六
つ
の
業
務
施
設
集
積
地
区
（
み
な
と
み

　
ら
い
2
1
地
区
を
含
む
都
心
部
、
新
横
浜
都
心
及
び

　
四
つ
の
副
都
心
（
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

　
地
区
、
鶴
見
駅
周
辺
地
区
、
戸
塚
駅
周
辺
地
区
、

　
上
大
岡
周
辺
地
区
）
）
を
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
六
つ
の
集
積
・
｀
区
に
副
都
心
二
俣
川
・
鶴

　
ヶ
峰
地
区
を
含
め
た
七
つ
の
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス

　
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
拠
点
間
の
連
携
を
強

　
化
す
る
環
状
３
号
線
、
鴨
居
上
飯
田
線
等
の
中
期

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
完
す
る
路
線
を
整
備
し
ま
す
。

ウ
財
源
の
検
討

　
検
討
に
あ
た
っ
て
の
前
提
条
件
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

●
予
算
の
推
移
と
し
て
は
、
平
成
六
年
度
予
算
を
ベ
ー

幹線道路整備プログラムの策定フロー図一２

注
②

地
区
内
と
幹
線
道
路
を
連
絡
す
る
機
能
や

バ
ス
交
通
を
主
に
担
う
道
路
。
本
稿
「
２

一
今
後
の
道
路
整
備
」
②
で
説
明
さ
れ
て

い
る
。
△
編
集
部
▽

注
③

都
市
間
や
市
内
の
各
地
域
間
の
交
通
を
主

に
担
う
道
路
。
△
編
集
部
▽
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ス
と
し
て
、
平
成
十
年
ま
で
は
、
三
・
五
％
／
年

　
の
伸
び
率
と
し
、
平
成
十
年
以
降
は
、
五
・
〇
％

　
／
年
の
伸
び
率
と
し
た
。

●
新
規
着
手
路
線
の
事
業
費
は
、
用
地
費
と
工
事
費

　
を
含
め
一
千
万
円
／
ｍ
と
し
た
。

●
こ
の
前
提
に
基
づ
き
、
平
成
六
年
度
か
ら
平
成
二

　
十
二
年
度
ま
で
の
各
単
年
度
ご
と
の
予
算
を
各
路

　
線
に
配
分
し
た
。
予
算
の
配
分
は
、
実
施
可
能
額

　
を
踏
ま
え
た
う
え
で
何
回
か
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し

　
な
が
ら
行
っ
た
。

　
こ
の
結
果
、
社
会
経
済
状
況
が
現
在
と
大
幅
に
変

化
せ
ず
、
予
算
が
前
提
条
件
ど
お
り
伸
び
、
用
地
交

渉
等
が
順
調
に
進
ん
だ
場
合
は
、
平
成
二
十
二
年
度

ま
で
に
幹
線
道
路
の
五
百
キ
ロ
整
備
が
可
能
と
な
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　
図
－
３
は
、
平
成
二
十
二
年
度
末
に
お
け
る
横
浜

市
の
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
図
で
あ
る
。

２
一
今
後
の
道
路
整
備

　
非
排
除
性
と
非
競
合
性
を
持
つ
財
や
サ
ー
ビ
ス
が

公
共
財
で
あ
る
と
い
う
経
済
学
で
の
定
義
に
よ
れ
ば
、

有
料
道
路
で
な
い
道
路
は
純
度
の
高
い
公
共
財
で
あ

る
と
い
え
よ
う
（
混
雑
し
て
い
る
道
路
は
立
派
に
競

合
性
や
排
除
性
を
有
し
て
い
る
で
は
な
い
か
と
い
う

論
も
あ
る
が
）
。
そ
の
意
味
で
は
、
道
路
整
備
は
行

政
固
有
の
業
務
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
確
か
に
高
速
道
路
や
都
市
計
画
道
路
を
中
心
と
し

た
幹
線
道
路
の
延
長
は
伸
び
て
き
た
し
、
既
存
の
道

路
の
改
良
も
各
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
は
三
百
三
十
万
人
の
人
口
を
抱
え
る
都
市
を
支
え

て
い
く
に
は
未
だ
に
不
十
分
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

市
民
や
経
済
界
か
ら
も
、
各
年
度
の
広
聴
結
果
や
区

民
要
望
な
ど
に
み
る
ま
で
も
な
く
市
全
体
や
身
近
な

場
所
で
の
道
路
の
整
備
を
求
め
る
声
は
強
い
し
、
そ

の
内
容
の
幅
も
広
い
。

　
以
下
で
は
、
今
後
横
浜
市
が
道
路
整
備
に
あ
た
っ

て
考
え
て
い
く
べ
き
視
点
を
い
く
つ
か
提
示
し
、
そ

の
展
望
と
課
題
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い

と
考
え
て
い
る
。

①
－
高
速
道
路
の
担
っ
て
い
る
役
割
と
そ
の
整
備
の

　
　
重
要
性

　
市
内
の
主
要
道
路
で
実
施
さ
れ
た
平
成
二
年
度
の

交
通
量
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
東
名
高
速
道
路
、
保

ゆめはま2010プランにおける幹線道路ネットワーク図図一３

特
集
・
大
都
市
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
て
②
個
別
事
業
に
お
け
る
課
題

土
ケ
谷
バ
イ
パ
ス
、
横
浜
新
道
、
第
三
京
浜
道
路
、

横
浜
横
須
賀
道
路
で
十
万
台
／
日
を
超
え
る
交
通
量

が
み
ら
れ
る
。
一
方
、
一
般
道
路
で
は
横
浜
駅
直
近

の
国
道
１
号
（
神
奈
川
区
金
港
町
）
で
の
八
万
五
千

台
／
日
を
最
大
と
し
、
だ
い
た
い
往
復
四
車
線
以
上

の
路
線
で
三
万
～
六
万
台
／
日
の
交
通
量
を
担
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
高
速
道
路
が
道
路
交

通
の
主
軸
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
数
字
の
上

か
ら
み
て
と
れ
る
。
期
待
で
き
る
速
度
に
違
い
の
あ

る
高
速
道
路
と
一
般
道
路
が
一
車
線
当
た
り
さ
ば
き

得
る
交
通
量
に
差
が
で
き
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で

あ
る
が
、
横
浜
の
道
路
交
通
需
要
が
、
か
な
り
の
部

分
を
高
速
道
路
に
依
存
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

注
④
こ
こ
で
呼
ぶ
「
高
速
道
路
」
は
、
正

確
に
は
高
速
自
動
車
国
道
と
、
自
動
車
専

用
道
路
を
併
せ
た
概
念
で
あ
る
。
「
ゆ
め
は

ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
」
で
も
こ
の
意
味
で

使
用
さ
れ
て
い
る
。

注
⑤
道
路
交
通
量
の
調
査
は
、
本
市
で
は

毎
年
行
っ
て
い
る
が
、
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
る
全
国
道
路
交
通
情
勢
調
査
（
道
路
交

通
セ
ン
サ
ス
）
の
該
当
年
は
、
調
査
地
点

を
増
や
し
た
り
、
通
常
年
は
十
二
時
間
調

査
を
行
う
地
点
で
二
十
四
時
同
調
査
を
行

う
な
ど
、
調
査
内
容
を
充
実
さ
せ
る
。
本

稿
執
筆
時
点
で
の
最
新
の
該
当
年
が
平
成

二
年
で
あ
る
た
め
、
平
成
二
年
度
の
交
通

量
で
論
じ
た
。

（
１
）
横
浜
市
「
平
成
二
年
度
交
通
量
調
査

　
　
報
告
書
」
（
一
九
九
一
年
三
月
）
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さ
ら
に
高
速
道
路
で
は
ラ
ン
プ
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
出
入
り
に
よ
っ
て
区
間
毎
の
交
通
量
が
変
動

し
て
お
り
、
市
内
に
発
生
・
集
中
す
る
交
通
の
利
用

が
頻
繁
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
明
快
な
実
証

が
で
き
て
い
な
い
が
、
市
内
か
ら
市
内
へ
の
移
動
に

も
か
な
り
高
速
道
路
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
長
距
離

ト
リ
ッ
プ
は
高
速
道
路
、
短
距
離
ト
リ
ッ
プ
は
一
般

道
路
と
定
型
的
に
考
え
る
の
は
当
た
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
横
浜
市
内
の
移
動
時
間
の
短
縮
、
特

に
「
ゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
」
で
掲
げ
る
「
市

内
の
各
地
域
か
ら
都
心
ま
で
お
お
む
ね
三
十
分
以
内

で
自
動
車
で
到
達
」
と
の
目
標
に
は
、
横
浜
環
状
道

路
や
高
速
湾
岸
線
な
ど
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

強
化
が
大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
高
速
道
路
は
沿
道
ア
ク
セ
ス
機
能
が
制
限
さ
れ
る

の
で
、
地
元
と
し
て
利
便
が
乏
し
い
と
い
う
声
も
あ

る
が
、
ま
た
そ
れ
が
故
に
沿
道
へ
の
環
境
対
策
（
防

音
壁
や
緑
地
帯
の
設
置
な
ど
）
が
一
般
道
路
に
比
べ

て
施
し
や
す
い
面
も
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
郵
便
、

宅
配
便
、
生
鮮
食
料
品
な
ど
の
物
資
の
輸
送
も
大
き

く
高
速
道
路
に
よ
っ
て
い
る
な
ど
、
生
活
と
の
接
点

に
関
す
る
認
識
も
広
げ
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

②
－
地
区
幹
線
道
路

の
地
区
幹
線
道
路
の
位
置
づ
け

　
　
「
ゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
」
で
は
、
道
路
整

備
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、
地
区
幹
線
道
路
の
整
備
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
地
区
幹
線
道
路
は
、
交
通
計
画

関
係
者
で
は
補
助
幹
線
道
路
と
呼
ば
れ
て
い
る
ク
ラ

ス
の
道
路
に
、
横
浜
市
な
り
の
整
理
を
し
て
位
置
づ

け
た
も
の
で
あ
る
。

分
散
路
体
系
と
い
う
概
念
が
我
が
国
に
紹
介
さ
れ

て
や
が
て
三
十
年
に
な
ろ
う
と
す
る
が
、
我
が
国
の

都
市
部
に
お
け
る
幹
線
道
路
と
補
助
幹
線
道
路
の
あ

る
べ
き
密
度
を
論
じ
た
の
は
、
昭
和
五
十
八
年
五
月

都
市
計
画
中
央
審
議
会
か
ら
建
設
大
臣
へ
の
「
良
好

な
市
街
地
の
形
成
の
た
め
の
都
市
内
道
路
の
整
備
の

あ
り
方
と
そ
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
の
中
間
答
申
」

で
あ
る
。
こ
の
中
で
は
、
特
に
住
宅
地
に
お
い
て
往

復
二
車
線
の
補
助
幹
線
道
路
を
近
隣
住
区
内
の
主
要

道
路
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
配
置
は
学
校
、
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
近
隣
公
園
な
ど
の
様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
へ
の
円
滑
な
ア
ク
セ
ス
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
設

定
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
市
街

地
全
体
の
幹
線
道
路
と
補
助
幹
線
道
路
合
計
の
延
長

密
度
と
し
て
、
一
平
方
キ
ロ
当
た
り
お
お
む
ね
三
・

五
キ
ロ
が
必
要
だ
と
し
た
。

　
ひ
る
が
え
っ
て
横
浜
市
で
は
、
都
市
計
画
決
定
さ

れ
て
い
る
道
路
は
平
成
五
年
度
末
で
六
六
九
・
一
〇

キ
ロ
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
市
域
四
三
三
・
一

八
平
方
キ
ロ
で
除
す
る
と
Ｉ
・
五
に
ｍ
／
平
方
キ
ロ
に

過
ぎ
な
い
。
整
備
済
み
と
な
る
と
さ
ら
に
こ
の
五
二
・

五
％
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
だ
そ
の
道
半
ば
で
あ

る
都
市
計
画
道
路
の
整
備
完
了
で
さ
え
も
、
都
市
の

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
密
度
の
観
点
か
ら
は
十
分
た
り

得
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
庁
内
の
関
係
局
課
で
も
議
論
を
進
め
、
補
助
幹
線

道
路
は
都
市
計
画
道
路
を
補
完
す
る
も
の
と
す
る
見

解
が
定
着
し
て
い
た
が
、
「
ゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ

ラ
ン
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
都
市
計
画
さ
れ
て

い
る
か
否
か
を
判
断
基
準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
幹

線
道
路
を
三
環
状
十
放
射
道
路
（
図
－
１
）
と
こ
れ

ら
以
外
の
幅
員
が
十
八
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
と
定

義
し
直
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
幹
線
道
路
を
補
完
す

る
道
路
を
地
区
幹
線
道
路
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
、
幅
員

が
お
お
む
ね
九
メ
ー
ト
ル
以
上
、
十
八
メ
ー
ト
ル
未

満
（
幅
員
と
し
て
は
往
復
二
車
線
と
両
側
に
歩
道
を

有
す
る
道
路
に
あ
た
る
）
と
再
整
理
し
た
。

　
横
浜
市
の
現
状
か
ら
は
、
地
区
幹
線
道
路
は
住
宅

地
と
最
寄
駅
や
幹
線
道
路
を
結
ぶ
機
能
を
果
た
し
て

い
る
場
合
が
多
く
、
ま
た
そ
の
多
く
が
バ
ス
ル
ー
ト

と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、

体
系
的
な
道
路
網
の
形
成
を
図
る
た
め
に
、
ま
た

「
ゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
」
で
の
「
市
内
ほ
と

ん
ど
の
地
域
で
最
寄
駅
へ
お
お
む
ね
十
五
分
で
到
達
」

と
い
う
目
標
実
現
の
た
め
に
は
、
地
区
幹
線
道
路
の

整
備
は
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
「
ゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
」
で
は
、
計
画
で

き
る
事
業
ペ
ー
ス
や
事
業
費
な
ど
を
勘
案
し
た
う
え

で
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
整
備
量
を
百
キ
ロ
と
設
定

し
て
い
る
。

イ
地
区
幹
線
道
路
の
整
備
手
法

　
こ
の
地
区
幹
線
道
路
に
つ
い
て
、
整
備
が
遅
れ
が

ち
で
あ
っ
た
理
由
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

①
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
道
路
に
対
す
る
建
設

省
都
市
局
の
補
助
採
択
は
、
実
務
的
に
は
都
市
計
画

の
幅
員
が
十
六
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
が
条
件

と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
建
設
省
道
路

局
の
補
助
採
択
は
、
主
要
地
方
道
、
県
道
、
あ
る
い

は
主
要
市
町
村
道
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
ら
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
道
路
整
備
は
、
市
単
独

事
業
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

②
改
良
計
画
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
沿
道
が
市
街
化
し
て
し
ま
い
、
高
い
地
価
も
あ
っ

て
拡
幅
型
の
改
良
事
業
に
は
相
当
の
時
間
と
労
力
を

つ
ぎ
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

③
適
地
が
乏
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
や
経
済
条
件
の

変
化
な
ど
に
よ
り
、
一
時
の
よ
う
な
大
規
模
な
面
開

注
⑥
分
散
路
体
系
（
Ｄ
ｉ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｂ
ｕ
ｔ
ｏ
ｒ
　
ｈ
ｉ
ｅ
ｒ

ａ
ｃ
ｈ
ｙ
）
は
、
参
考
文
献
（
２
）
で
は
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
木
の
梢
が
小

枝
に
、
小
枝
が
大
枝
に
、
大
枝
が
木
の
幹

に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
、
機
能
や
重

要
度
の
秩
序
正
し
い
順
序
に
従
っ
て
互
い

に
接
続
し
て
い
る
分
散
道
路
の
概
念
」

（
２
）
例
え
ば
、
八
十
島
義
之
助
・
井
上
孝

　
　
共
訳
「
都
市
の
自
動
車
交
通
－
イ
ギ

　
　
リ
ス
の
ブ
キ
ャ
ナ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
」

　
　
鹿
島
出
版
会
（
一
九
六
五
年
）

（
３
）
入
手
し
や
す
い
文
献
と
し
て
例
え
ば
、

　
　
建
設
省
都
市
局
監
修
「
活
力
あ
る
都

　
　
市
と
道
路
整
備
」
大
成
出
版
社
（
一

　
　
九
八
七
年
十
月
）
Ｐ
一
〇
八
～
コ
ー

　
　
一
、
幹
線
道
路
・
補
助
幹
線
道
路
の

　
　
望
ま
し
い
密
度
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
三

　
　
八
～
四
〇
に
詳
し
い
。
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発
で
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確
保
で
き
る
展
開
が
み

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
地
区
幹
線
道
路
の
整
備
を
図
る
た
め

に
は
、
整
備
手
法
に
関
す
る
議
論
が
特
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
道
路
局
で
は
、
主
に
各
区

の
土
木
事
務
所
で
執
行
さ
れ
て
い
る
道
路
改
良
事
業

の
拡
充
に
よ
り
、
事
業
進
捗
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、
都
市
計
画
や
地
域
計
画
と
の
組
み

合
わ
せ
、
歩
道
部
分
の
権
利
取
得
の
形
式
の
多
様
化

（
借
地
方
式
や
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
等
）
、
建
築
指
導
と
の

連
動
な
ど
新
し
い
事
業
手
法
の
検
討
の
必
要
性
も
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

③
ｌ
身
近
な
道
路
づ
く
り
へ
の
い
く
つ
か
の
視
点

ア
安
全
性
、
快
適
性
に
関
し
て

　
市
民
の
定
住
指
向
に
よ
り
、
道
路
へ
の
安
全
性
や

快
適
性
の
要
望
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
に

若
干
ふ
れ
る
。

　
歩
道
な
ど
交
通
安
全
施
設
の
整
備
に
は
引
き
続
き

力
を
注
い
で
行
く
必
要
が
あ
る
が
、
特
に
歩
道
設
置

に
つ
い
て
は
用
地
買
収
を
伴
わ
な
い
で
事
業
実
施
で

き
る
ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

狭
い
歩
道
に
電
柱
が
邪
魔
で
撤
去
し
て
ほ
し
い
と
の

声
が
あ
る
が
、
電
線
類
の
地
下
化
を
推
し
進
め
よ
う

と
し
て
も
、
歩
道
の
幅
員
が
な
け
れ
ば
キ
ャ
ブ
シ
ス

テ
ム
も
電
力
関
連
の
地
上
機
器
も
収
容
で
き
な
い
。

街
路
樹
・
サ
イ
ン
の
設
置
や
、
車
い
す
で
も
使
い
や

す
い
幅
員
の
道
路
を
考
え
る
際
も
同
様
で
、
現
実
に

は
歩
道
を
拡
幅
す
る
事
業
展
開
を
ど
う
考
え
る
か
と

い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
。

　
車
道
部
や
中
央
帯
を
狭
め
る
と
か
、
重
層
的
な
道

路
空
間
の
利
用
が
一
般
的
に
は
現
実
的
で
な
い
と
す

れ
ば
、
歩
道
の
拡
幅
の
た
め
に
沿
道
用
地
を
確
保
す

る
こ
と
に
対
す
る
市
民
の
、
ま
た
端
的
に
は
沿
道
の

権
利
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
が
、
今
後
の
道
路
整
備
を
考
え
る
上
で
の
論

点
の
一
つ
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

前
節
で
ふ
れ
た
多
様
な
歩
道
部
分
の
権
利
取
得
手
法

も
研
究
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

イ
街
並
み
や
沿
道
環
境
と
の
調
和
、
情
報
化
ぺ
の
対

　
応
に
関
し
て

　
環
境
面
へ
の
意
識
の
高
ま
り
に
対
応
し
て
、
道
路

に
街
並
み
や
沿
道
環
境
と
の
調
和
が
求
め
ら
れ
つ
つ

あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
道
路
づ
く
り
に
も
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。
例
え
ば
道
路
構
造
の
工
夫
や
、

景
観
や
植
生
に
配
慮
し
た
道
路
づ
く
り
な
ど
に
も
引

き
続
き
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

　
近
年
、
高
度
情
報
化
へ
の
対
応
の
一
環
と
し
て
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
道
路
地
下
空
間
に

張
り
巡
ら
す
構
想
が
出
て
お
り
、
建
設
省
か
ら
は
そ

の
収
容
空
間
と
し
て
、
ま
た
電
線
類
の
地
中
化
の
手

段
と
し
て
電
線
共
同
溝
の
設
置
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
道
路
管
理
者
と

電
線
類
の
管
理
者
の
役
割
分
担
や
、
道
路
法
上
の
位

置
づ
け
な
ど
が
い
ま
だ
未
整
理
で
あ
る
。
ま
た
、
歩

道
の
幅
員
が
狭
小
な
箇
所
で
の
整
備
が
難
し
い
こ
と

は
前
述
の
と
お
り
で
、
箇
所
に
見
合
っ
た
対
応
の
模

索
が
し
ば
ら
く
は
続
く
と
思
わ
れ
る
。

特
集
・
大
都
市
交
通
体
系
の
確
立
に
向
け
て
②
個
別
事
業
に
お
け
る
課
題

④
－
お
わ
り
に

　
高
速
道
路
や
幹
線
道
路
は
要
ら
な
い
、
身
近
な
道

路
を
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
く
れ
と
い
う
声
が
あ
る
が
、

高
速
道
路
や
幹
線
道
路
を
し
っ
か
り
整
備
す
る
こ
と

が
、
細
街
路
か
ら
通
過
交
通
を
排
除
し
て
秩
序
あ
る

道
路
体
系
を
つ
く
る
近
道
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
も

あ
る
。

　
社
会
の
高
齢
化
が
進
ん
で
し
ま
う
前
に
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
道
路
に
も
配
置
す
べ
き
だ

と
い
う
意
見
が
あ
る
。
し
か
し
、
高
齢
化
の
進
ん
だ

社
会
が
財
政
規
模
が
拡
張
基
調
で
は
考
え
ら
れ
な
い

こ
と
を
意
味
す
る
の
な
ら
、
逆
に
決
し
て
安
く
は
な

い
そ
れ
ら
の
維
持
費
の
財
政
負
担
は
本
当
に
適
当
な

の
か
。
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
の
基
盤
施
設
は
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
フ
リ
ー
を
目
指
す
べ
き
で
は
、
と
い
う
考
え
も

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
道
路
を
め
ぐ
る
論
議
は
単
純
明
快

に
割
り
切
れ
な
い
課
題
が
多
い
。
し
か
し
市
民
の
定

住
指
向
と
、
高
齢
化
の
進
行
・
社
会
の
円
熟
化
を
考

え
れ
ば
、
道
路
整
備
を
速
や
か
に
か
つ
着
実
に
進
め

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
こ
の
稿
が
今
後
の

横
浜
の
道
路
整
備
を
考
え
る
う
え
で
の
材
料
を
、
い

く
つ
か
で
も
提
供
で
き
た
な
ら
幸
い
で
あ
る
。

　
（
な
お
、
本
稿
の
「
１
一
幹
線
道
路
計
画
」
は
手
塚
、

「
２
一
今
後
の
道
路
整
備
」
は
下
村
が
分
担
し
て
執

筆
し
た
。
）

△
手
塚
＝
道
路
局
企
画
課
課
長
補
佐
担
当
係
長
／
下

村
＝
同
課
長
補
佐
担
当
係
長
▽

注
⑦
電
線
類
を
地
中
化
す
る
方
法
の
一
つ

で
、
歩
道
内
に
蓋
付
き
Ｕ
型
構
造
物
を
設

け
、
中
に
電
話
線
・
電
力
線
な
ど
を
収
容

す
る
。
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